






要約：小児期からの肥満の継続性に関する文献レビューを行なった。一般小児をコーホー

トとして追跡したものが多く,40 年間追跡したものもみられた。肥満の指標としては皮脂

厚,relative weight(または肥満度)と種々の体格指数が用いられている。小児と成人の肥

満の指標の間には,ある程度の相関がみられるが,フォローアップの期間が長くなればなる

ほど相関係数は小さくなる。乳幼児期と学童期の間の肥満のトラッキングは学童期と思春

期の間のトラッキングに比べて悪い。 


